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授業アイディア例

ウェーブをする人数が０人だと，
かかる時間も０秒だね。

　実生活の様々な場面に対応して問題を解決できるようにする
ために，事象を理想化・単純化してその特徴を的確に捉え，数
学を用いて解決した結果を事象に即して解釈することが大切です。

　そこで，本アイディア例では，ウェーブをする人数と時間の
関係をグラフに表し，グラフの点が原点からほぼ直線上にある
とみることができるとき，その関係が比例であると仮定して問
題を解決できるようにする指導事例を紹介しています。　

何と何が比例しているといえますか。

体育祭で全校生徒３２０人が一列に並んでウェーブを
します。このとき，ウェーブをするのにかかる時間
を予想してみましょう。

実際にウェーブをする人数を決めて，ウェーブをするのにかかる時間を調べてみましょう。

調べたデータをわかりやすく表して，人数と時間の関係を調べてみましょう。

教師

次の時間に，原点Ｏと点Ｆを通る直線を使って，全校生徒でウェーブをするときにかかる時間を
求めてみましょう。

～日常的な事象における２つの数量の関係を数学的に捉え活用する～
〔第１学年〕
Ｃ　関数　(1) ア，ウ，エ

学習指導要領における領域・内容

　事象を理想化・単純化して問題解決した結果を，事象に即して解釈し，
２つの数量の関係を数学的に説明する。B  ３ (2) 正答率 63.0%

課題の見られた問題の概要と結果

B  ３ (2)　日常的な事象を数学的に解釈すること

今，全校生徒で実際にウェーブをするのは無理ですね。何人かでウェーブをした結果を基に，
ウェーブをするのにかかる時間を工夫して求められないかな。

タイミングよく立てなかったから，
もう一度やってみよう。

グラフに表して考えられないかな。

人数が多ければ時間がかかります。人数が倍になると，かかる時間も倍になりそうです。

ウェーブをする人数とウェーブをするのにかかる時間との
関係がわかれば予想することができるんじゃないかな。

「ウェーブをするのにかかる時間」は「ウェーブをする人数」に比例していると思います。

表にまとめると，次のようになりました。

グラフの点が，だいたい直線に並んでいる
ように見えます。

原点Ｏ（０，０）と点Ｄ（２４，６）を通る
直線をかくと，下のようになりました。

表をグラフにすると右のようになりました。

人数と時間が比例の関係にあります。

その直線は原点を通りそうです。

式に表して考えます。

人数を増やしながら調べてみよう。

何回か測って平均をとってみよう。

表をつくって考えます。

ということは，比例の関係にあるといえると思います。

原点Ｏ（０，０）と点Ｆ（３６，８．４）を通る
直線をかくと，下のようになりました。

直線の近くに多くの点があるように見えるから，原点Ｏと点Ｆを通る直線で考えてみたいです。

それでは，「人数と時間のグラフ」に直線をかき込んでみましょう。

そうですね。みなさんの意見にあったように，グラフの点が原点からほぼ直線上に
並んでいることから，時間は人数に比例しているとみなすことにしましょう。

グラフからどのようなことがわかりますか。

「全校生徒でウェーブをするのにかかる時間を予想しよう」「全校生徒でウェーブをするのにかかる時間を予想しよう」

ウェーブのやり方

隣りの人が立ち始めたら，自分も立つ。そのとき，腕を高く
上げる。きちんと立ったら座る。

  ６人　１．４秒

１２人　２．９秒

１８人　４．１秒

２４人　６．０秒

３０人　６．８秒

３６人　８．４秒

人数　（人） 

時間　（秒） 

 ０ ６ １２ １８ ２４ ３０ ３６

 ０ １．４ ２．９ ４．１ ６．０ ６．８ ８．４

ウェーブをする人数とかかる時間

ポイント！

ポイント！

Ｏ

５

１０

１０

ＡＡ
ＢＢ

ＣＣ
ＤＤ ＥＥ

ＦＦ

２０ ３０ ４０

１５

人数と時間のグラフ

原点Ｏと点Ｄを通る直線

Ｏ

５

１０

１０

ＡＡ
ＢＢ ＣＣ

ＤＤ ＥＥ ＦＦ

２０ ３０ ４０ ５０ ６０（人）

１５

２０

３０

（秒）

２５

（人） Ｏ

５

１０

１０

ＡＡ
ＢＢ

ＣＣ
ＤＤ ＥＥ

ＦＦ

２０ ３０ ４０

１５

原点Ｏと点Ｆを通る直線

（人）

（秒）（秒）

＜１時間目＞

ウェーブをする人数とかかる時間の関係を見いだそう。

１.  事象の特徴を捉える。

２.  データをとる。

３.  結果を整理し，関係を見いだす。

人数を （人），時間を （秒）
としてまとめてみよう。
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ウェーブをする人数が０人だと，
かかる時間も０秒だね。
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ために，事象を理想化・単純化してその特徴を的確に捉え，数
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教師

次の時間に，原点Ｏと点Ｆを通る直線を使って，全校生徒でウェーブをするときにかかる時間を
求めてみましょう。

～日常的な事象における２つの数量の関係を数学的に捉え活用する～
〔第１学年〕
Ｃ　関数　(1) ア，ウ，エ

学習指導要領における領域・内容

　事象を理想化・単純化して問題解決した結果を，事象に即して解釈し，
２つの数量の関係を数学的に説明する。B  ３ (2) 正答率 63.0%

課題の見られた問題の概要と結果

B  ３ (2)　日常的な事象を数学的に解釈すること

今，全校生徒で実際にウェーブをするのは無理ですね。何人かでウェーブをした結果を基に，
ウェーブをするのにかかる時間を工夫して求められないかな。

タイミングよく立てなかったから，
もう一度やってみよう。

グラフに表して考えられないかな。

人数が多ければ時間がかかります。人数が倍になると，かかる時間も倍になりそうです。

ウェーブをする人数とウェーブをするのにかかる時間との
関係がわかれば予想することができるんじゃないかな。

「ウェーブをするのにかかる時間」は「ウェーブをする人数」に比例していると思います。

表にまとめると，次のようになりました。

グラフの点が，だいたい直線に並んでいる
ように見えます。

原点Ｏ（０，０）と点Ｄ（２４，６）を通る
直線をかくと，下のようになりました。

表をグラフにすると右のようになりました。

人数と時間が比例の関係にあります。

その直線は原点を通りそうです。

式に表して考えます。

人数を増やしながら調べてみよう。

何回か測って平均をとってみよう。

表をつくって考えます。

ということは，比例の関係にあるといえると思います。

原点Ｏ（０，０）と点Ｆ（３６，８．４）を通る
直線をかくと，下のようになりました。

直線の近くに多くの点があるように見えるから，原点Ｏと点Ｆを通る直線で考えてみたいです。

それでは，「人数と時間のグラフ」に直線をかき込んでみましょう。

そうですね。みなさんの意見にあったように，グラフの点が原点からほぼ直線上に
並んでいることから，時間は人数に比例しているとみなすことにしましょう。

グラフからどのようなことがわかりますか。

「全校生徒でウェーブをするのにかかる時間を予想しよう」「全校生徒でウェーブをするのにかかる時間を予想しよう」

ウェーブのやり方

隣りの人が立ち始めたら，自分も立つ。そのとき，腕を高く
上げる。きちんと立ったら座る。

  ６人　１．４秒

１２人　２．９秒

１８人　４．１秒

２４人　６．０秒

３０人　６．８秒

３６人　８．４秒

人数　（人） 

時間　（秒） 

 ０ ６ １２ １８ ２４ ３０ ３６

 ０ １．４ ２．９ ４．１ ６．０ ６．８ ８．４

ウェーブをする人数とかかる時間
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ポイント！

Ｏ

５

１０

１０

ＡＡ
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ＣＣ
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ＦＦ
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人数と時間のグラフ
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Ｏ

５

１０

１０

ＡＡ
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２０
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２５

（人） Ｏ

５

１０

１０

ＡＡ
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ＣＣ
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２０ ３０ ４０

１５

原点Ｏと点Ｆを通る直線

（人）
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＜１時間目＞

ウェーブをする人数とかかる時間の関係を見いだそう。

１.  事象の特徴を捉える。

２.  データをとる。

３.  結果を整理し，関係を見いだす。

人数を （人），時間を （秒）
としてまとめてみよう。
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参照▶「平成 26年度　報告書　中学校　数学」   P.110 ～ P.113，「平成 26年度　解説資料　中学校　数学」  P.104 ～ P.106

● 　 自分たちで得たデータを用いたり，グラフの直線のひき方によって予想できる時間は異なることを確認したりする活動を通し
て，比例とみなすことの意味を実感を伴って理解できるようにすることが大切である。

● 　 ウェーブにかかる時間を測る際には，同じ人数の場合を何回か測定し，その平均をとるなどの工夫をすることが大切である。
● 　 最後の人が立ち始める前までにかかる時間を　秒とすると比例になるが，最後の人が座るまでを　秒とすると一次関数とみる
ことができる。本アイディア例では，最後の人が立ち始めてから座るまでの時間は無視できるものとして比例とみなしている。

● 　 ウェーブのように，事象における２つの数量の関係を比例とみなして問題解決できる他の事象（例えば，水を入れはじめてか
らの時間とプールの水位など）を取り上げ，数学と関連付けて考えることができるようにすることが大切である。

本授業アイディア例 活用の本授業アイディア例 活用のポイントポイント

実際に直線をかくことで，全校生徒が
ウェーブをするのにかかる時間を求め
られないかな。

グラフから式を求めて，全校生徒がウェーブを
するのにかかる時間を求められないかな。

私は， ＝３２０の場合も　の値がわかるように
グラフを延ばしました。そして， ＝３２０のと
きの　座標を読んで，全校生徒がウェーブをす
るのにかかる時間をおよそ７５秒と求めました。

前回かいたグラフを基に，全校生徒がウェーブをするのにかかる時間を求めるには
どうしたらいいでしょうか。

身の回りにある２つの数量の関係を比例とみなし，
問題解決に生かすことができましたね。他にも，
同じように比例や反比例を使って問題解決できる
場面がないか探してみましょう。

それではみんなで輪をつくり，３２０人分の
ウェーブをして，かかる時間を実際に確か
めてみましょう。

全校生徒３２０人でウェーブをしなくても，数学を使うことで，かかる時間を予想することが
できましたね。

グラフや式を用いてかかる時間を求めてみましょう。

ポイント！

３２０人だと，前回かいたグラフを延ばす
必要があるね。グラフをかき直してみよう。

比例定数を求めればいいね。

実際にやって予想を確かめてみたいです。

どちらの方法でも，全校生徒がウェーブをするのにかかる時間はおよそ７５秒と求められました。

＜２時間目＞

全校生徒がウェーブをするのにかかる時間を予想しよう。

4.  時間を求める方法を考え，かかる時間を予想する。

5.  結果を確かめる。

Ｏ

６０

８０

１００

２０

４０

ＦＦ

４０ ８０ １２０ １６０ ２００ ２４０ ２８０ ３２０（人）

（秒）

授業アイディア例
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　回転移動の学習において，移動前と移動後の２つの図形の辺や角
の対応について，見た印象だけで判断してしまう生徒が多く，課題が
見られました。

　そこで，本アイディア例では，ある図形がきまりにしたがって移動
していることを視覚的に捉えたり，回転移動の定義や性質を確認し
たりする場面を設定することで，移動前と移動後の２つの図形の関
係を捉えることができるようにする指導事例を紹介しています。

～移動前と移動後の２つの図形の関係を捉える～

● 　 紙で作った図形を移動させたり，コンピュータを利用して図形を移動させたりするなどして，図形の移動を視覚的に捉えるこ
とができるようにすることが大切である。

● 　 生徒のつまずきの状況を把握し，対称移動や点対称移動と関連させながら，回転移動の定義や性質を確認することが大切である。
● 　 作図によって回転移動の中心を求める場面を設定するなど，作図に関する内容と関連させながら取り扱うことで，平面図形に
ついての理解を一層深められるようにすることが大切である。

参照▶「平成 26年度 報告書 中学校 数学」P.46 ～ P.47，P.51 ～ P.52，「平成 26年度 解説資料 中学校 数学」P.38 ～ P.39，P.42 ～ P.43，P.45

本授業アイディア例 活用の本授業アイディア例 活用のポイントポイント

回転移動には，どのような性質がありましたか。ノートや教科書を振り返りましょう。

回転移動とは，どのような移動だったでしょうか。
コンピュータを使って確認してみましょう。

点Ｏを中心に回転させるから，

∠Ｃだと思います。

角の大きさが同じように

見えるから，∠Ａかな。

課題の見られた問題の概要と結果

Ａ４ （3） 　　図形の回転移動について，移動前と移動後の２つの図形の
辺や角の対応を読み取ること

与えられた角が回転移動した後の角を選ぶ。Ａ ４ （3） 正答率 42.9%

〔第１学年〕
Ｂ　図形　(１) イ

学習指導要領における領域・内容

回転移動の性質を基に，∠Ｐに対応する角の見つけ方を考えてみましょう。

対応する点は，回転の中心から等しい距離にある
から，四角形②で，点Ｏからの距離が点Ｏから
点Ｐまでの距離と等しい点を見つければいいです。

２つの四角形で，点Ｏに一番近い点Ｐと
点Ｃが対応する頂点になりそうですね。

コンパスを使えば確かめられます。

あれ？∠Ａに重ならないね。

対応する点と回転の中心を結んで
できる角の大きさはすべて等しいね。

対応する点は，それぞれ回転の
中心から等しい距離にあります。

∠ＰＯＣが８０°になっていることも確認してみよう。

∠Ｃに重なりました。

∠Ｐと∠Ｃが対応する角です。

１.  ∠Ｐが重なる角を選び，コンピュータを使って確認する。

２.  回転移動の性質を基に，対応する角を見つける方法を説明する。

３.  回転移動の性質を基にして，移動した図形をかく。

回転移動の性質を基にして，四角形を反時計回りに
４５°回転移動させた四角形をかきましょう。また，
４５°ずつ回転移動させた四角形をかいていくと
どのような図形ができるか確かめてみましょう。

Ｐ

Ａ

Ｃ
Ｂ

Ｄ

Ｏ

②

①

Ａ′
Ａ

Ｂ

ＣＤ

Ｏ

四角形ＡＢＣＤを，点Ｏを中心に
４５°ずつ回転移動させていくと，
右の図のようになります。

　右の図の四角形②は，四角形①を点Ｏを中心として反時計回りに８０°だけ

回転移動したものです。四角形①の∠Ｐは四角形②のどの角になりますか。

問 題

教師

ファイル　編集　表示　挿入

Ｐ

Ａ

B

Ｃ

Ｄ

Ｏ

私は，比例のグラフが点Ｆ（３６，８．４）を
通ることから，その値を　　　   の式に
代入しました。そして，８．４＝  ×３６と

なることから，比例定数を　 ＝　

と求めました。

８．４
３６

７
３０

比例の関係だから，　　    という
式になります。

比例の式は，  ＝　　　です。７
３０

　＝３２０を式に代入すると，

なので，およそ７５秒になります。

２２４
３

ポイント！

「図形の回転移動で，対応する角を見つけよう」「図形の回転移動で，対応する角を見つけよう」
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